
阿南市では、本市における食環境をさまざまな角度から見つめなおし、今後の望ましい食育推進のための方
針を定めた第２次阿南市食育推進計画を策定し、食育に取り組んでいます。
食育とは、さまざまな経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選ぶ力を身につけて、健全な食生活を実
践することができる人を育てることをいいます。
今回は、平成29年度の食育推進事業で行った食育講演会についてご紹介します。
平成29年度は、阿南市内の子育てセンターや保育所において「かむことの大切さ」や「乳幼児期の食生活
について」など食育に関するテーマについて食育講演会を21回開催しました。
保育所では、園庭での栽培活動や収穫された野菜を使ったクッキング等を通して、子どもたちの食への関心
が高まるような保育を行っています。
また、家庭での食育の推進につなげるために、給食のサンプル展示や食に関する講演会の開催も行っています。
平成29年度は保育所の保護者だけでなく、子育て支援センターに来ている親子を対象にした食育講演会も
積極的に開催することができました。

（写真：講演会での様子）
平成30年度も引き続き、市全体で食育推進をすすめていきます。
問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ
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９
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範
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境

津乃峰町
丸山 満秋さん

毎年 6月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」です
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